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マグネティックス技術委員会は 磁気関連技術の研究調査を行 ている マグネティックスは我々のマグネティックス技術委員会は、磁気関連技術の研究調査を行っている。マグネティックスは我々の
日常生活に密着しており エネルギー 情報通信 計測・制御 医療の各分野に深く浸透し 素晴らし日常生活に密着しており、エネルギ 、情報通信、計測・制御、医療の各分野に深く浸透し，素晴らし
多く 技術を生 出す 体とな る 本技術委員会 活動 れら技術分野 究調査い多くの技術を生み出す母体となっている。本技術委員会の活動は、これら技術分野の研究調査にい多くの技術を生み出す母体となっている。本技術委員会の活動は、これら技術分野の研究調査に

加え その体系化や 他の技術分野との融合を模索することにより マグネティックスのさらなる発展加え、その体系化や、他の技術分野との融合を模索することにより、マグネティックスのさらなる発展
を目指すものであるを目指すものである。

これまでの積極的な国際関連実績これまでの積極的な国際関連実績

●ﾅﾉｽｹ ﾙ磁性体の構造 組織制御と機能 応用調査専門委員会 韓国電気学会との共同研究会●ﾅﾉｽｹｰﾙ磁性体の構造・組織制御と機能・応用調査専門委員会→韓国電気学会との共同研究会

●生体内および医療における磁気利用調査専門委員会 電磁界生体影響問題調査特別委員会（電気学会） との連携●生体内および医療における磁気利用調査専門委員会→電磁界生体影響問題調査特別委員会（電気学会），BEMSとの連携気 気

●ナノ熱磁気記録調査専門委員会→MORIS（光磁気記録国際シンポジウム）との協賛●ナノ熱磁気記録調査専門委員会 MORIS（光磁気記録国際シンポジウム）との協賛

●マイクロ磁気デバイスの情報通信機器への応用技術調査専門委員会→MMDM(International Symposium on High Frequency●マイクロ磁気デバイスの情報通信機器への応用技術調査専門委員会→MMDM(International Symposium on High Frequency 
Mi ti D i d M t i l )との連携Micromagnetic Devices and Materials)との連携g

幅広い領域をカバ する調査専門委員会幅広い領域をカバーする調査専門委員会 トピックトピック

材 料 開 発 ●若手研究者の育成材 料 開 発 ●若手研究者の育成
電力用磁性材料活用技術

技術委員会独自の研究奨励賞（毎年 賞状と副賞を贈呈）
電力用磁性材料活用技術

技術委員会独自の研究奨励賞（毎年，賞状と副賞を贈呈）
フォト・スピントロニクス技術フォト スピントロニクス技術

超高性能永久磁石の研究と応用

年 究会 催数

超高性能永久磁石の研究と応用

●年間研究会開催数
デバイ シ ム

●年間研究会開催数
デバイス・システム

約15回（H17年度～H23年度の平均）
デ イ シ テ

オンチ プRFマグネテ クス 約15回（H17年度 H23年度の平均）オンチップRFマグネティックス

（A～E全部門通してトップクラス）磁気利用スマートセンシングシステム （A～E全部門通してトップクラス）磁気利用スマートセンシングシステム

●発表提出資料数ﾅﾉｽｹｰﾙ磁性材料の新機能性の評価と応用 ●発表提出資料数ﾅﾉｽｹ ﾙ磁性材料の新機能性の評価と応用

約200編（H17年度 H23年度の平均）約200編（H17年度～H23年度の平均）
解 析 技 術

プ
解 析 技 術

（A～E全部門通してトップクラス）
解 析 技 術

磁気を用いた新たなる診断 治療機器創出 （A E全部門通してトップクラス）磁気を用いた新たなる診断・治療機器創出

出典：電気学会事業サービス課資料を基に集計高効率エネルギー変換のための磁気応用技術 出典：電気学会事業サ ビス課資料を基に集計高効率エネルギ 変換のための磁気応用技術

近未来居住環境磁気応 調和技術近未来居住環境磁気応用調和技術近未来居住環境磁気応用調和技術

マグネティックス技術委員会は 電気学会Ａ部門においてマグネティックス分野における検討を 層進めるとともにマグネティックス技術委員会は、電気学会Ａ部門においてマグネティックス分野における検討を一層進めるとともに、
Ａ部門の他の技術委員会 ならびにＢ Ｃ Ｄ Ｅ部門 さらには他学会とも密接に協力し 21世紀の人類の豊かなＡ部門の他の技術委員会、ならびにＢ，Ｃ，Ｄ，Ｅ部門、さらには他学会とも密接に協力し、 21世紀の人類の豊かな
暮らしと自然と 共生に貢献し ゆく所存 す暮らしと自然との共生に貢献してゆく所存です。暮らしと自然との共生に貢献してゆく所存です。


